
 

 

 

市立高校３校の再編統合に向けて 

 

１ 経緯と今後の流れ 

令和３年７月 「姫路市立高等学校在り方審議会」の設置 

令和４年２月 審議会答申「これからの姫路市立高等学校の在り方について」 

 令和５年２月 「姫路市立高等学校在り方方針」 策定  

        ⇒市立３校を１校に。統合新設校を姫路高校の校地で R8年度開校 

 令和５年６月 市場跡地を統合新設校の開校後の校舎建設地とする旨を公表 

 令和７年４月 （県立高校再編）姫路南・網干・家島⇒姫路海城、福崎・夢前⇒播磨福崎 

 令和７年度  統合新設校設置に向けた教室改造、仮校舎設置工事（姫路高校） 

 令和８年４月 姫路高校内に統合新設校開校 

 （調整中）  旧中央卸売市場跡地に統合新設校移転予定 

 

２ 再編スケジュール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 市立３高校と統合新設校の状況 

 

 姫路 琴丘 飾磨 統合新設校 

学科・コース 
普通科 

(探究科学コース) 

普通科・ 

国際文化科 

普通科 

(健康福祉コース) 

普通科 

(単位制) 

学級数 
6学級/1学年 

※うち 1コース 

6学級/1学年 

※うち 1専科 

6学級/1学年 

※うち 1コース 
8～10学級/1学年 

全校生徒数 711人 712人 716人 960～1,200人 

校地面積 46,018㎡ 66,501㎡ 39,309㎡ 
46,018㎡姫路高校 

58,296㎡市場跡地 

開校/移転 Ｓ14年(1939） T2年（1913） Ｓ17年（1942） 
Ｒ8年 姫路高校 

   -  市場跡地 

資料２ 



 

 

 

４ 統合新設校について 

（１）学校方針 

  ① 目指す学校像 

市民から親しまれ、地域のリーダー校として豊かな学びを実現するために進化し続け 

る学校 

  ② 目指す生徒像 

社会の中で活躍しようとする志を持ち、しなやかにその実現を目指す人 

 

（２）新校の学び 

  ① 学びの柱 

   市立高校ならではの「豊かな学び」を実現する３本の柱 

・学びあい、活かしあう探究活動 

・気づき、深める多様な学習活動 

・つながり、認め合う学校行事・部活動 

    ② 重視する教育内容 

    ・総合探究学習※、自己探究、キャリア教育 

    ・リベラルアーツ教育※ 

    ・グローバル教育 

    ・学校行事や部活動などを通じた協働的な学び 

  ③ 上記を実践するための方策 

    ・探究活動支援体制の構築 

     ⇒市長部局、民間企業、関係団体との連携 

    ・キャリアセンターの設置 

     ⇒進路に沿ったカリキュラム、活動相談など担任以外にも相談できる体制づくり 

   ・単位制の導入 

     ⇒多様な選択科目の設定、生徒一人一人の興味関心に沿ったカリキュラム など        

 

 

※（参考）総合探究学習とは 

   2022年度から必履修科目「総合的な探究の時間」として開始。 

   「課題設定、情報収集・分析、まとめ、発表」という一連のプロセスの中で、フィー

ルドワーク等も実施しながら、よりよく課題を発見し解決していくための資質・能

力を育成するもの 

 

※（参考）リベラルアーツ教育とは 

   幅広い分野を横断的に学び、社会知識や教養を重視する教育 

   ギリシャ・ローマ時代の「自由７科」（文法、修辞、弁証、算術、幾何、天文、音楽）

に起源を持つ 


